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第２章 加西市の概況と公共交通の現状 

2.1 加西市の概況 
 

(1) 位置･地勢 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 加西市の位置と概要 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加西市

加西市

・加西市は兵庫県の南部、播州平野のほぼ中央に位置しており、東は小野市および加東市

に、西は姫路市および福崎町に、南は加古川市に、そして北は西脇市、多可町および市

川町にそれぞれ隣接しています。 

・市の中心部を流れる万願寺川の東側には広大な青野ケ原台地が、西側には鶉野台地が広

がり、播磨内陸地域最大の平坦地を形成しています。特に、この一帯は、ため池が数多

く点在し、県下でも有数の密集地帯となっています。 

・瀬戸内式気候に属しており、冬季の降水量が少なく温暖で暮らしやすい地域となってい

ます。 

・市域としては東西約 12.4km、南北約 19.8km、総面積は 150.22km２となっています。
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(2) 人口 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 人口･高齢化率･年少人口比率の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※） 年齢不詳人口は除く 

出典） 2015（H27）年以前：国勢調査 

2020 年以降：「日本の地域別将来推計人口」2013［H25］年 3 月推計) 

国立社会保障･人口問題研究所 
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（人）

（年）

実 績 値 推 計 値

年少人口（０～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 前期高齢者人口（65～74歳） 後期高齢者人口（75歳～）

・加西市の人口は、2015（H27）年国勢調査結果で、約 4 万 4 千人です。 

・1985（S60）年以降、減少傾向にあり、2040 年には、約 3 万 5 千人まで減少する

と国では推計されていますが、この人口減少に歯止めをかけていく必要があります。 

・2015（H27）年の 65 歳以上の人口は 30％を占め、高齢化が進んでいます。 

・今後の少子高齢化傾向に伴い、65 歳までの人口割合は減少していきますが、2040 年

には、65 歳以上の人口が 40％を占め、約 3 人に１人が 65 歳以上になると推計されて

います。 
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＜ 地域別人口 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1） 可住地面積は、2014（H26）年 10 月 1 日現在。 
総面積から林野面積と主要湖沼面積を差し引いて総務省統計局が算出
したもの。出典は兵庫県市区町別主要統計指標（2017［H29］年） 

※2） メッシュは 1 辺約 100m 
出典） 2015（H27）年度国勢調査地域メッシュ統計 

可住地面積
56.2%

非可住地面積
43.8%

＜ 可住地面積割合 ＞ 

・加西市の可住地面積※1 は市全体の 56.2％となっています。 

・加西市の人口分布状況は、北条地区周辺に人口が集中している一方で、20 人未満（メッ

シュ※2 当たり）の低密な地域が市全域に広がっています。 
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＜ 地域別高齢化率 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※） メッシュは 1 辺約 100m 

出典） 2015（H27）年度国勢調査地域メッシュ統計 

・高齢化率は、北条地区以外で高くなっており、50％以上となっている地域も点在してい

ます。 
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(3) 観光 

 

 

 

 

 

＜ 観光入込客数の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 兵庫県観光客動態調査 
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２０１４（Ｈ２６）年

根日女の湯の閉鎖

２０１５（Ｈ２７）年

「播磨の風土記１３００年祭」の開催

・加西市の観光入込客数は、2010（H22）年より増加傾向にありますが、2014（H26）

年には根日女の湯の閉鎖に伴い減少しています。 

・2015（H27）年には「播磨の風土記 1300 年祭」の開催により、観光入込客数が増加

しています。 
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2.2 加西市における交通の現状 
 

(1) 公共交通網 

 

 

 

 
 

＜ 公共交通網 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※） 2018（H30）年 3 月現在

・加西市では、鉄道、高速バス、路線バス、コミュニティバス等、タクシーの公共交通が

運行しています。鉄道・バス路線が北条地区を中心として放射状に広がっており、鉄道・

バスが運行されていないエリアや時間帯など、鉄道・バスではカバーできない需要に対

しては、タクシーが市民の移動手段として、公共交通の役割を担っています。 
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(2) 鉄道の現状 

① 加西市における鉄道の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 加西市における鉄道の概要 ＞ 

 

 

 

 

  

【 

 

 

 

 

 

【北条鉄道（平日）】 

※） 2018（H30）年 4 月現在 

西脇市駅 

加古川駅 

粟生駅 

北条町駅 

新開地駅 

・加西市の鉄道は、北条地区から南東に北条鉄道が走っており、隣市にある粟生駅でＪＲ

加古川線、神戸電鉄粟生線に乗り継いで、西脇方面や加古川方面、新開地方面などへ行

くことができます。 

・北条鉄道は、5 時 42 分から 23 時 36 分にかけて概ね 1 時間に 1 往復の頻度で運行し

ています。また、北条鉄道の始発から終発の全てにおいて、粟生駅でＪＲ加古川線と神

戸電鉄粟生線と接続しております。しかし、1 時間に 1 往復の北条鉄道に対して、ＪＲ

加古川線や神戸電鉄粟生線は概ね 30 分に 1 本の運行であるため、特に朝・夕の時間帯

においては、ＪＲ加古川線や神戸電鉄粟生線の全ての便とは接続できていません。 

運行時間 5時42分～23時36分
運行本数 34本／日
所要時間 約20分
運　　賃 410円

運行時間 5時12分～0時10分
運行本数 57本／日
所要時間 約1時間10分
運　　賃 800円

運行時間 5時47分～23時34分
運行本数 32本／日
所要時間 約20分
運　　賃 240円

運行時間 5時44分～23時12分
運行本数 47本／日
所要時間 約25分
運　　賃 320円
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② 鉄道乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 鉄道乗車人員の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 駅の整備状況 

 

 

 

 
 

＜ 駅の整備状況 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

トイレ
（水洗化）

北条町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

播磨横田 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

長 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

播磨下里 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

法華口 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

田原 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

網引 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

粟生 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

有人駅 駅舎 駐車場 駐輪場
バリア
フリー バス停 待合室

自動
販売機

観光
案内板

レンタ
サイクル

レンタ
カー

※） 2017（H29）年度現在 

出典） 「北条鉄道中期経営計画書」を参考に更新 
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(H27)
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(H28)（年度）
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通勤定期 通学定期 定期外

出典） 加西市統計書 

・北条鉄道の乗車人員は、2014（Ｈ26）年度では、2001（Ｈ13）年度以降最高とな

る約 36 万人/年となりましたが、2016（Ｈ28）年度では少し減少して約 34 万人/年

となっています。 

・通勤定期利用や定期外利用は、駅舎及び沿線施設の整備や各種イベントの実施などの利

用促進等の効果により、増加傾向にあります。 

・一方で、通学定期利用は、2014（Ｈ26）年度の約 18 万人/年をピークに、ここ数年

は減少しています。 

・北条鉄道各駅の整備状況については、駅舎、駐車場、駐輪場、待合室、トイレ（水洗化）

などは全駅に整備されています。しかし、駅前及び駅周辺のバス停の設置状況について

は、北条町駅、播磨下里駅、法華口駅、粟生駅では設置されていますが、その他の駅で

は設置されていません。 
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④ 北条鉄道利用者アンケート調査結果から見た利用状況 

■ 調査概要 

調査日時：2017（H29）年 10 月 1 日（日）、2017（H29）年 10 月 3 日（火）の計 2 日調査 

始発から終発までの全便（概ね 5:30～23:30） 

調査方法：（アンケート調査）調査員が車両に乗り込み、ヒアリングにより調査 

（カウント調 査 ）調査員が鉄道の乗降者をカウンターにより調査 

調査対象：鉄道利用者全員 

回収枚数：（アンケート調査）2017（H29）年 10 月 1 日（日）：270 票 2017（H29）年 10 月 3 日（火）：436 票 

乗降者数：（カウント調査）2017（H29）年 10 月 1 日（日）：946 人 2017（H29）年 10 月 3 日（火）：1,464 人 
 

ⅰ）利用状況 

 

 

 

 

 

＜ 北条鉄道の利用状況 ＞ 
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上り
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上下計

（人）

上り
下り

上り：北条町駅→粟生駅

下り：粟生駅→北条町駅

（便数）

・平日の乗者数は、上りでは２両編成となっている朝の２便目が特に多くなっていますが、

下りでは朝の 2 便目や夕方の 10～13 便目で多くなっています。 

・休日の乗者数は、上りでは６便目、下りでは３便目で多くなっていますが、全体で見る

と特に大きな変動は見られません。 

・平日では全体の 63％、休日では全体の 56％が北条町駅～粟生駅の利用となっています。

北条町駅 中間駅 粟生駅 計

22 144 166

(6%) (38%) (44%)

18 0 47 65

(5%) (0%) (12%) (17%)

93 52 145

(25%) (14%) (39%)

111 74 191 376

(30%) (20%) (50%) (100%)

降車駅

乗
車
駅

北条町駅

中間駅

粟生駅

計

平日

全体の 63％が北条町駅～粟生駅の利用

出典） 北条鉄道乗降者数カウント調査結果

北条町駅 中間駅 粟生駅 計

14 59 73

(7%) (28%) (35%)

4 6 30 40

(2%) (3%) (14%) (19%)

60 38 98

(28%) (18%) (46%)

64 58 89 211

(30%) (28%) (42%) (100%)

降車駅

乗
車
駅

北条町駅

中間駅

粟生駅

計

休日

全体の 56％が北条町駅～粟生駅の利用

上り：351

下り：381

上下計：732

上り：229

下り：244

上下計：473
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ⅱ）利用者の年齢構成 

 

 

 

 

＜ 利用者の年齢構成 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）北条鉄道利用の目的 

 

 

 

 
 

＜ 北条鉄道利用の目的 ＞ 
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59%

34%

50%
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21%

4%

5%

5%
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5%

4%
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合計

20歳未満 20歳代～30歳代 40歳代～64歳 65歳～75歳 75歳以上

381

203

584

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果

※1） 複数回答 

※2） 平日 430 票、休日 260 票、合計 690 票

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果 

・平日では 20 歳未満が最も多くなっており、特に平日においては中高生が通学でよく利

用しています。休日でも 20 歳未満が最も多くなっていますが、20 歳代～64 歳での利

用割合も高くなっています。 

・平日では、主に「通勤」や「通学」目的で利用されています。 

・休日でも、「通勤」や「通学」目的で利用されていますが、北条鉄道に「乗ること（見る

こと）が目的」や「買物」でも利用されていることから、平日と比べて利用形態が異な

っています。 
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ⅳ）駅までの主な移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 駅までの主な移動手段 ＞ 
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自動車(自分で運転) 自動車(送迎) タクシー バイク
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146
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165

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果
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34%

32%

4%

34%

39%

4% 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北条町

その他北条鉄道駅

粟生

神戸電鉄 ＪＲ加古川線 路線バス コミュニティバス等

自動車(自分で運転) 自動車(送迎) タクシー バイク

自転車 徒歩 その他

272

145

252

・平日の北条町駅では、自転車、徒歩、送迎で移動される人が多くなっています。また、

その他の北条鉄道駅では北条町駅と比べ、送迎による移動は若干少なく、自転車、徒歩

で駅まで移動されています。 

・休日の北条町駅では、平日と比べ徒歩での移動が半数以上となっており、自転車での移

動は少なくなっています。また、その他の北条鉄道駅でも、平日と比べ徒歩での移動の

割合が高くなっています。 

・粟生駅では、平日、休日ともに神戸電鉄や JR 加古川線への乗り継ぎがほとんどとなっ

ています。 
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ⅴ）北条鉄道利用時の問題点 

 

 

 

 

 

＜ 北条鉄道利用時の問題点 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17%

73%

13%
16%

37%

14%

9%
11%

29%

60%

7%

12%

20%

6% 7% 7%

21%

69%

11%
15%

32%

12%
9% 10%

20%

40%

60%

80%

特
に
問
題
が
な
い

運
行
本
数
が

少
な
い

車
両
が
混
雑

行
き
た
い
時
間
に

電
車
が
な
い

運
賃
が
高
い

乗
り
継
ぎ
が
不
便

飲
食
店
等
が

少
な
い

そ
の
他

平日 休日 合計

※1） 北条鉄道を移動手段として利用されている方の回答を集計

※2） 複数回答 

※3） 平日 353 票、休日 153 票、合計 506 票 

出典） 北条鉄道利用者アンケート調査結果 

■ 参考 アスティアかさいバス停におけるバス停配置状況 

アスティアかさいバス停があるロータリーに

おいては、路線バス・コミュニティバス・高

速バスが接続していますが、それぞれバス停

の位置が異なっています。さらにはバス停標

柱に設置している時刻表においても、それぞ

れ異なっていることから、利用者にとって乗

り継ぎが不便な状況となっています。 

＜ アスティアかさいバス停周辺 

のバス停配置状況 ＞

・平日では、「運行本数が少ない」という回答が最も多くなっており、「運賃が高い」や「行

きたい時間に電車がない」「乗り継ぎが不便」という回答も多くなっています。 

・休日でも、平日と同様に「運行本数が少ない」や「運賃が高い」という回答が多くなっ

ていますが、平日と比べて「特に問題がない」という回答も多くなっています。 
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(3) 路線バスの現状 

① 加西市における路線バスの概要 

 

 

 

 

 

＜ 加西市における路線バス路線網図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例
高速バス

社～北条線

大和～北条線

姫路～社線

高砂～北条線

姫路～北条線（山田）

姫路～北条線（大貫）

姫路～古法華線

コミュニティバス

バス停（路線バス）

バス停（コミュニティバス）
バス停（高速バス）

※） 2018（H30）年 4 月現在

・市内の路線バスは、全て神姫バスによって運行されており、中国縦貫自動車道を走る高

速バスは西日本ＪＲバスと神姫バス、ウエスト神姫によって運行されています。 

・系統は、姫路～北条線（大貫経由、山田経由）、姫路～古法華線、高砂～北条線、姫路～

社線、社～北条線、大和～北条線の７系統となっています。 
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＜ 加西市における路線バスの概要 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 路線バス・高速バス乗降者数の推移 

 

 

 

 

＜ 路線バス・高速バス乗降者数の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統 運行日 利用料金

平日： ６時１４分～２２時２６分 平日： ５４便

休日： ６時５４分～２２時２６分 休日： ５２便

平日： ５時４０分～２２時２９分 平日： ３６便

休日： ５時４０分～２２時２９分 休日： ３６便

月曜～金曜の平日

（土・日・祝は運休）

姫路～北条線 平日： ５時２７分～２３時２９分 平日： ３２便

（山田経由） 休日： ５時３３分～２３時３１分 休日： ３２便

姫路～北条線 平日： ６時４８分～２１時４１分 平日： １６便

（大貫経由） 休日： ６時４８分～１９時４４分 休日： １３便

平日： ６時２０分～２１時５３分 平日： ２２便

休日： ６時５０分～２１時５２分 休日： ２０便

平日： ５時４０分～２０時２８分 平日： １１便

休日： ６時５０分～１７時１６分 休日： ６便

月曜～金曜の平日

（土・日・祝は運休）

・京都駅～北条間：１,８００円

・初乗り：１６０円
・大和～アスティアかさい間：９２０円

・大阪駅～北条間：１,４７０円

８便

冬期：
夏期：

７時１６分～１７時１８分
７時１６分～１８時１８分

・初乗り：１６０円
・アスティアかさい～
  嬉野台生涯教育センター間：８００円

・三ノ宮～北条間：１,４４０円

姫路～古法華線 ４便

７時２６分～１８時２３分

９時０２分～１７時２０分

・初乗り：１６０円
・山陽高砂駅～北条営業所間：９５０円

・初乗り：１６０円
・姫路駅北口～古法華公園間：６６０円

毎日運行

毎日運行

姫路～社線 毎日運行

社～北条線

高砂～北条線

・初乗り：１６０円
・姫路駅北口～社営業所間：１,１４０円

大和～北条線

・初乗り：１６０円
・姫路駅北口～北条営業所間：８５０円

・初乗り：１６０円
・姫路駅北口～北条営業所間：８５０円

毎日運行

運行時間 運行本数

中国ハイウェイバス

ウエスト神姫
高速バス

津山エクスプレス
京都号

毎日運行

毎日運行

毎日運行 ８時０４分～２１時０３分

月曜～金曜の平日
（土・日・祝は運休）

８便

４便

※） 平日1日あたりの加西市内バス停における乗降者数 

西日本ＪＲバス等の高速バスは含まれていない（神姫バスデータのみ）

出典） 神姫バス所管データ 

152

279

90

34

105
67

3

162

118

238

72

24

108

69

0

184

96

205

99

41

98

50

0

187

110

230

87

40

100

52

1
0

100

200

300

姫
路
～
社

姫
路
～
南
山
田
～
北
条

姫
路
～
大
貫
～
北
条

北
条
～
社

北
条
～
倉
谷
～
高
砂

北
条
～
大
和

姫
路
～
古
法
華
公
園

中
国
ハ
イ
ウ
ェ
イ
線

2004(H16)

2006(H18)

2010(H22)

2014(H26)

（人/日）

デ
ー
タ
な
し

・路線バス及び高速バスの乗降者数の推移を見ると、高速バスは増加傾向にあるものの、

路線バスについては、2014（H26）年で増加している系統もありますが、全体的に

減少傾向にあります。 

※） 2018（H30）年 4 月現在
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＜ 路線バスにおけるバス停別乗降者数（2016［H28］年度 1 日あたり乗降者数）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※） 行政支援を行っている系統の乗降者数を示す 

（高砂～北条線及び北条～社線は含まれていない）

出典） 神姫バス所管データ 

＜ 北条町駅周辺拡大図 ＞
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③ 路線バス利用者アンケート調査結果から見た利用状況 

■ 調査概要 

調査日時：2017（H29）年 10 月 1 日（日）、2017（H29）年 10 月 4 日（水）の計 2 日調査 

7：00～19：00（12 時間） 

調査方法：調査員をアスティアかさいバス停に配置し、バス利用者に対して 

ヒアリングにより調査 

調査対象：アスティアかさいバス停を乗降するバス利用者全員 

 

回収枚数：2017（H29）年 10 月 1 日（日）：18 票 

2017（H29）年 10 月 4 日（水）：22 票 

 

ⅰ）アスティアかさいバス停乗降者の年齢構成 

 

 

 

 

＜ アスティアかさいバス停乗降者の年齢構成 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典) 路線バス利用者アンケート調査結果

27%

6%

18%

18%

31%

24%

27%

25%

26%

18%

25%

21%

10%

13%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

合計

20歳未満 20歳代～30歳代 40歳代～64歳 65歳～75歳 75歳以上

22

16

38

・平日では 20 歳未満が最も多くなっていますが、全年代とも概ね均等に利用されていま

す。休日では平日と比べ、20 歳代～30 歳代や 65 歳～75 歳の利用が多くなってい

ます。 
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ⅱ）アスティアかさいバス停乗降者の利用目的 

 

 

 

 

＜ アスティアかさいバス停乗降者の利用目的 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）アスティアかさいバス停乗降者の路線バス利用時の問題点 

 

 

 
 

＜ アスティアかさいバス停乗降者の路線バス利用時の問題点 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

22%

11%

28%

50%

17%

28%

17%

88%

0% 0%
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0% 0%
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53%

6%

15%

29%
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な
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平日 休日 合計

33%
33%

19%

5%

14%

10%

0%

5% 5%

0%

33%

0%

6% 6% 6%

0%

11%

22%

0%

17%

33%

18%

13%

5%

10%

5% 5%

13%
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8%

0%

10%

20%
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（
日
常
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買
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図
書
館
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問
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事

（
通
勤
を
除
く
）

そ
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他

平日 休日 合計

※1） 複数回答 

※2） 平日 21 票、休日 18 票、合計 39 票 

出典） 路線バス利用者アンケート調査結果

※1） 複数回答 

※2） 平日 18 票、休日 16 票、合計 34 票 

出典） 路線バス利用者アンケート調査結果

・平日では、「通勤」や「通学」目的での利用が多くなっています。 

・休日では、「通勤」目的での利用者が最も多くなっていますが、家族や知人宅への「訪

問」の利用割合も高くなっています 

・平日では、「便数が少ない」という回答が最も多くなっており、「行きたい時間にバスが

ない」や「運賃が高い」という回答も多くなっています。 

・休日では、「特に問題がない」という回答が多くなっています。 
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(4) コミュニティバス等の現状 

① 加西市におけるコミュニティバス等の概要 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 加西市におけるコミュニティバス等路線網図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・市内ではコミュニティバスであるねっぴ～号とはっぴーバスが運行されています。 

・ねっぴ～号は主に北条地区を巡回している市街地線（中富口線、福祉会館線）、北条地

区を起終点として宇仁地区に接続する国正線、九会地区に接続する九会線、フラワーセ

ンターに接続するフラワーセンター線が運行されています。 

・はっぴーバスは西在田地区と泉・日吉の一部地区において、中富口バス停を起終点とし

て南北に若井線、万願寺線、芥田線、東西に根日女の湯線が運行されています。なお、

はっぴーバスの運営の一部は、地域のＮＰＯ法人が担っています。 

※） 2018（H30）年 4 月現在

運行日 運行時間
運行
本数

利用料金

７時４１分～

１６時２７分

７時５１分～

１６時４０分

８時２０分～

１６時３０分

８時２５分～

１２時５２分
５便

・１回２５０円
・回数券：２，０００円（９回分）

は
っ

ぴ
ー
バ
ス

系統名

万願寺線

芥田線

若井線

根日女の湯線 水曜日のみの運行

６便

５便

６便

月曜日～金曜日
の毎日運行

（土・日・祝は運休）

運行日 運行時間
運行
本数

利用料金

８時１８分～ ・初乗り：１６０円

１７時４２分 ・中富口～アスティアかさい間：２３０円

７時３０分～ ・初乗り：１６０円

１５時２５分 ・東国正～アスティアかさい間：５００円

７時５８分～ ・初乗り：１６０円

１５時４７分 ・九会～アスティアかさい間：４２０円

フラワー
センター線

７時４５分～
        １８時５７分

７便
・初乗り：１６０円
・フラワーセンター南門前～
　アスティアかさい間：２７０円

系統名

ね
っ

ぴ
～

号

市街地線 ２３便

国正線 ４便

九会線 ５便

月曜日～金曜日
の毎日運行

（土・日・祝は運休）
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② コミュニティバス等の変遷 

 

 

 

＜ コミュニティバス等の変遷（2018［H30］年３月末時点）＞ 

年次 月 概要 

1997（H9）年 4 月 「加西市コミュニティバス」運行開始（市街地循環 3 系統、車両２台）

2000（H12）年 6 月 3 路線新設（若井・万願寺線、国正・滝野線、古法華公園線） 

2005（H17）年 ３月 古法華公園線の廃止 

2005（H17）年 4 月 青野原病院線の導入 

2008（H20）年 10 月 
路線・ダイヤ改正 

➣若井・万願寺線を「若井線」「万願寺・芥田線」に区分       等 

2011（H23）年 2 月 

路線・ダイヤ改正 
➣加西市コミュニティバス郊外線「中富口線」を導入         等 

はっぴーバスの実証運行開始（４系統）［無償運行］（はっぴーバス導入

に伴い、「加西市コミュニティバス」の若井線、万願寺・芥田線は 2011

［H23］年 3 月に廃止） 

2011（H23）年 10 月 はっぴーバスの有償運行開始 

2012（H24）年 4 月 
路線・ダイヤ改正 

➣国正線は、滝野駅までのルートを廃止（東国正まで）        等 

2012（H24）年 11 月 
加西市コミュニティバスの名称変更（加西市コミュニティバス→

KASAI ねっぴ～号）及びラッピングによるバスのデザイン変更 

2013（H25）年 4 月 はっぴーバスの本格運行開始 

2013（H25）年 10 月 
路線改正 

➣はっぴーバス根日女の湯線の終点バス停の変更［根日女の湯前→まえだク

リニック前］（根日女の湯の閉館のため） 

2015（H27）年 4 月 
コミュニティバス再編（３系統→４系統） 

➣運行車両の増加（２台→３台） 

➣フラワーセンター線の導入 

2015（H27）年 10 月 
コミュニティバス再編 

➣青野原病院線は、青野原病院の移転に伴い、九会までの運行となり、名称

も九会線に変更                         等

2016（H28）年 9 月 
はっぴーバス フリー降車開始 

➣はっぴーバス運行路線のうち、安全が確保できる区間について、バス停以

外の希望の場所で降車可能となる 

2016（H28）年 11 月 

加西市内バス無料乗車券の導入 
➣75 歳以上の人や子育て世帯など、対象の人が加西市内区間でバスを利用

する際に、身分証などの証明を提示し、無料乗車券を使うとバスの運賃が

無料となる 

 

・コミュニティバス等の路線やダイヤをアンケート調査や利用者及び地域住民の意見をベ

ースにして以下のとおり随時見直しを行っています。 
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③ コミュニティバス等乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ コミュニティバス等乗車人員の推移 ＞ 
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（人/年）
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<見込み>

※1） 古法華公園線は2004（H16）年度で廃止。 

※2） 青野原病院線は2005（H17）年度より導入。その後、青野原病院線は青野原病院移転

に伴い、九会までの運行に変更(2015［H27］年10月)となり、名称も九会線に変更と

なった。 

※3） フラワーセンター線は(2015［H27］年4月)に導入。 

※4） はっぴーバス、中富口線は2011（H23）年2月1日より導入。 

（但し、はっぴーバスの2010（H22）年度分は計上していない） 

※5） 加西市コミュニティバスの若井線、万願寺・芥田線は2011（H23）年3月31日で廃止。

その後、はっぴーバスとして、万願寺線・芥田線・根日女の湯線・若井線の4系統で

運行。 

※6） 2017（H29）年度の乗車人員は見込みの数値。ねっぴ～号及びはっぴーバスの2018

（H30）年3月は、2017（H29）年3月の乗車人員を適用。 

出典） 加西市所管データ 
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改
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1050001000015000200002500030000350004000045000

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

加西市コミュニティバス(若井線、万願寺・芥田線) はっぴーバス(万願寺線・芥田線・根日女の湯線・若井線)
ねっぴ～号(九会線・フラワーセンター線) ねっぴ～号(国正線)
ねっぴ～号(市街地線[中富線]) ねっぴ～号(市街地線[福祉会館線])
ねっぴ～号(古法華公園線)

・コミュニティバス等乗車人員は、2000（H12）年度より 2010（H22）年度まで減

少傾向にありましたが、2011（H23）年 2 月のはっぴーバスの導入及び路線・ダイ

ヤの改正等により、コミュニティバス等乗車人員が増加しました。その後は全体的に減

少傾向にあったものの、2017（H29）年度では 2016（H28）年度と比べて全ての

系統で増加すると見込まれます。 

・はっぴーバスの乗車人員は、2011（H23）年 2 月の導入後、2013（H25）年度が

最も利用者が多くなり、その後利用者は合計で 5,000 人/年を下回るなど減少傾向に

ありましたが、2017（H29）年度では 7,000 人/年近くまで増加すると見込まれま

す。 
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＜ はっぴーバス乗車人員の推移 ＞ 
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万願寺線 若井線 芥田線 根日女の湯線（人/年）

（年度）

3,848

5,729 5,552

4,888

5,560

6,700

<見込み>

※1） 根日女の湯線は2013（H25）年10月の根日女の湯の閉館により、

つつみ医院前［現 まえだクリニック前］が終点となった。 

※2） 2017（H29）年度の乗車人員は見込みの数値。はっぴーバスの2018

（H30）年3月は、2017（H29）年3月の乗車人員を適用。 

出典） 加西市所管データ 
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＜ コミュニティバス等におけるバス停別乗降者数（2016［H28］年度 1 日あたり乗降者数）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典) 加西市所管データ

＜ 北条町駅周辺拡大図 ＞
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④ コミュニティバス等利用者アンケート調査結果から見た利用状況 

■ 調査概要 

調査日時：2017（H29）年 10 月 3 日（火）、2017（H29）年 10 月 4 日（水）の平日 2 日調査 

始発から終発までの全便（概ね 7:00～19:00） 

調査方法：調査員が車両に乗り込み、ヒアリングにより調査 

調査対象：バス利用者全員 

回収枚数：2017（H29）年 10 月 3 日（火）：76 票 

2017（H29）年 10 月 4 日（水）：105 票 

 

ⅰ）コミュニティバス等利用者の年齢構成 

 

 

 

＜ コミュニティバス等利用者の年齢構成 ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典) コミュニティバス等利用者アンケート調査結果

計 181 票
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・合計で見ると 75 歳以上の割合が高くなっていますが、フラワーセンター線では他の系

統と比べ、75 歳未満の利用が多くなっています。 
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ⅱ）コミュニティバス等利用の目的 

 

 
  

＜ コミュニティバス等利用の目的 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）コミュニティバス等利用時の問題点 

 

 

 
  

＜ コミュニティバス等利用時の問題点 ＞ 
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※1） 複数回答 

※2） はっぴーバス 30 票、フラワーセンター線 15 票、九会線 21 票、国正線 31 票、市街地線 57 票、合計 154 票 

出典） コミュニティバス等利用者アンケート調査結果 

※1） 複数回答 

※2） はっぴーバス 30 票、フラワーセンター線 12 票、九会線 21 票、国正線 29 票、市街地線 47 票、合計 139 票 

出典） コミュニティバス等利用者アンケート調査結果 

・利用目的は、いずれの系統も「通院・お見舞い」での利用の割合が高くなっていますが、

フラワーセンター線では、「通勤」での利用割合が最も高くなっています。 

・全ての系統において「特に問題ない」との回答が多くなっていますが、フラワーセンタ

ー線、九会線、国正線、市街地線では「便数が少ない」、はっぴーバスではその他とし

て「土・日の運休」という回答も多くなっています。 
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(5) 鉄道・バスによるカバー状況 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 鉄道・バス勢圏図（駅勢圏 500ｍ、バス停勢圏 300ｍ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人口構成】 

合計：44,268 人

･2015（H27）年度国勢調査結果の人口メッシュデータにより集計 

・駅勢圏は各駅を中心に半径 500m（徒歩圏） 

・バス停勢圏は各バス停を中心に半径 300m（徒歩圏） 

・公共交通高サービス地域とは、運行本数 30 本以上の駅勢圏やバス停勢圏がある地域

・公共交通低サービス地域とは、運行本数 30 本未満のバス停勢圏しかない地域 

・運行本数 30 本とは、概ね片方向 1 時間に 1 本の運行頻度 

・鉄道・バス不便地域とは、駅から 500ｍ以上かつバス停から 300ｍ以上の地域 

※） メッシュは 1 辺約 100m 

出典） 2015（H27）年度国勢調査地域

メッシュ統計 

17.444人

39.4%

15,673人

35.4%

11,151人

25.2%

高サービス

地域人口 鉄道・バス

不便地域人口

低サービス

地域人口

・北条鉄道の各駅を中心に半径 500ｍ、各バス停を中心に半径 300ｍをそれぞれの徒歩

圏（鉄道・バス勢圏）と設定すると、加西市民の約３割が高サービス地域（運行本数

30 本以上の駅勢圏やバス停勢圏がある地域）、約４割が低サービス地域（運行本数 30

本未満のバス停勢圏しかない地域）に居住しており、合わせて約６割の人は鉄道・バス

を利用できる状況にありますが、残り約４割の人が鉄道・バスの全くない鉄道・バス不

便地域に居住しています。 
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【人口構成】 

合計：44,268 人

･2015（H27）年度国勢調査結果の人口メッシュデータにより集計 

・駅勢圏は各駅を中心に半径 1ｋm（徒歩圏） 

・バス停勢圏は各バス停を中心に半径 500m（徒歩圏） 

・公共交通高サービス地域とは、運行本数 30 本以上の駅勢圏やバス停勢圏がある地域

・公共交通低サービス地域とは、運行本数 30 本未満のバス停勢圏しかない地域 

・運行本数 30 本とは、概ね片方向 1 時間に 1 本の運行頻度 

・鉄道・バス不便地域とは、駅から 1ｋｍ以上かつバス停から 500ｍ以上の地域 

【参考：駅勢圏 1ｋｍ、バス停勢圏 500ｍでのカバー状況】

※） メッシュは 1 辺約 100m 

出典） 2015（H27）年度国勢調査地域メッシュ統計

7,649人

17.3%

17,545人

39.6%

19,073人

43.1%

高サービス

地域人口

鉄道・バス

不便地域人口
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(6) 鉄道・バスに対する行政支援 

 

 

 

＜ 鉄道・バスに対する行政支援 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 加西市所管データ
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・鉄道・バスに対する行政支援は、合計で見ると年々増加傾向にあり、2016（H28）

年では約 8,100 万円/年となっています。 
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(7) 高齢者・障がい者の移送サービス事業の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 移送サービス事業の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 加西市高齢者福祉計画・第 6 期介護保険事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がい者関係 

・高齢者関係 

・概ね 65 歳以上で車椅子を利用している高齢者や障がい者で、公共交通機関において移

動困難な人を対象に、リフト付きワゴン車（かたつむり号）により、通院等の送迎を行

っています。 

・対象となる高齢者の利用については一時利用者が固定化し、利用回数も減少していまし

たが、2013（H25）年からは、対象者及び利用の要件を緩和し、新規利用者が増加

しています。 

・また、障がい者関係では、実利用者が伸びないこともあり、サービス回数は大きく減ら

していますが、毎年 3～4 人程度の利用があります。 

出典） 加西市高齢者福祉計画・第 6 期介護保険事業計画 
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(8) 道路交通の現状 

① 交通事故の状況 

 

 

 

 
 

＜ 高齢者が第１当事者（主に加害者）となる交通事故件数の推移（加西警察署管内）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自動車運転免許返納者数の状況 

 

 
 

＜ 自動車運転免許返納者数の推移（加西警察署管内）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※1） 運転経歴証明書発行者数を自動車運転免許返納者とみなしている 

※2） 本グラフは加西警察署所管内のみのデータであるため、明石更新センター

で返納したデータは含まれない。 

出典） 加西警察署所管データ 

出典） 交通年鑑
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・高齢者が第 1 当事者（主に加害者）となる交通事故件数の推移は、全体で見ると減少

傾向にあります。高齢者事故件数は 2004（H16）年、2005（H17）年では若干減

少していますが、高齢者ドライバーの増加に伴って 2006（H18）年以降は増加傾向

を示しています。 

・加西警察署管内の自動車運転免許返納者数は 2011（H23）年から増加傾向にあり、

2016（H28）年では 88 人/年と大きく増加しています。 
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(9) 加西市における人の動き 

■ パーソントリップ調査とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 外出率 

 

 

 

 

 

 

＜ 年齢３区分別外出率の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

79%

98%

88%

44%

78%

97%

85%

52%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 5～14歳 15～64歳 65歳以上

2006(H18) 2010(H22)

経済・社会の営みは、「人」がいて初めて成り立つものであり、また、その「人」

は、都市や農村に住み、「移動」し活動しています。この「人（Person）の動き（Trip）」

から都市を分析していくのが、パーソントリップ調査です。 

これまで 1970（S45）年の第 1 回調査以降 10 年ごとに、京阪神都市圏におい

て調査を実施しており、直近のパーソントリップ調査は 2010（H22）年の第５回

近畿圏パーソントリップ調査になります。なお、播磨地域においては 2006（H18）

年にもパーソントリップ調査を実施しています。 

パーソントリップ調査（以下、「PT」と示す。）とは、「いつ」「どこから」「ど

こまで」「どのような人が」「どのような目的で」「どのような交通手段を利用し

て」動いたのかを調査し、人の1日のすべての動きをとらえるものです。 

ある目的による、出発地から目的地までの移動を1トリップと数え、そのトリ

ップの詳細を調査します。 

これにより、鉄道や自動車、徒歩といった交通手段の利用割合や、トリップ

数などを求めることができます。 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2006［H18］播磨 PT,2010［H22］近畿 PT）

・加西市民の外出率は、2010（H22）年では 78％となっています。 

・年齢 3 区分別に見ると、2010（H22）年では５～14 歳が 97％、15～64 歳は 85％

と高い外出率であるのに対して、65 歳以上では 52％と低くなっています。 

・2006（H18）年と 2010（H22）年を比較すると、5～14 歳及び 15～64 歳では

あまり変化がみられませんが、65 歳以上では 2010（H22）年の方が 8％高くなっ

ています。 
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② 移動目的及び利用交通手段 

 

 

 

 
 

＜ 年齢３区分別移動目的 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 年齢３区分別利用交通手段 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT） 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT） 

出勤

15,123

21%

出勤

785

4%

出勤

15,908

15%

登校

4,026

37%

登校

2,627

4%

登校

6,653

6%

自由

1,743

16%

自由

15,267

21%

自由

9,318

47%

自由

26,328

25%

業務

158

1%

業務

9,672

13%

業務

1,621

8%

業務

11,451

11%

帰宅

5,026

46%

帰宅

30,006

41%

帰宅

8,132

41%

帰宅

43,164

42%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5～14歳

15～64歳

65歳以上

合計

・年齢 3 区分別に移動目的を見ると、５～14 歳では「登校」目的、15～64 歳では「出

勤」や「自由」目的、65 歳以上では「自由」目的が多くなっています。 

・年齢 3 区分別に利用交通手段を見ると、５～14 歳では「徒歩」、15～64 歳、65 歳

以上ではほとんどの人が「自動車」を利用されています。 

鉄道

2,905

4%

鉄道

145

1%

鉄道

3,050

3%

バス

240

2%

バス

853

1%

バス

571

3%

バス

1,664

2%

自動車

2,707

25%

自動車

59,237

82%

自動車

15,663

79%

自動車

77,607

75%

自動二輪・原付

785

1%

自動二輪・原付

304

2%

自動二輪・原付

1,089

1%

自転車

2,489

23%

自転車

4,807

7%

自転車

879

4%

自転車

8,175

8%

徒歩

5,449

50%

徒歩

3,679

5%

徒歩

2,250

11%

徒歩

11,378

11%

その他

68

1%

その他

223

0%

その他

291

0%

不明

206

0%

不明

44

0%

不明

250

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5～14歳

15～64歳

65歳以上

計

計 
(ﾄﾘｯﾌﾟ/日)

10,953

72,695

19,856

103,504

計 
(ﾄﾘｯﾌﾟ/日)

103,504

19,856

72,695

10,953
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＜ 年齢 3 区分別利用交通手段の推移 ＞ 

（全体） 

 

 

 

 

 
 

（5～14 歳） 

 

 

 

 

 
 

（15～64 歳） 

 

 

 

 

 
 

（65 歳以上） 

 

 

 

 

鉄道

3,050

3%

鉄道

3,065

3%
バス

1,664

2%

バス

1,086

1%

自動車

77,607

75%

自動車

76,263

75%

自動二輪・原付

1,089

1%

自動二輪・原付

1,167

1%

自転車

8,175

8%

自転車

9,454

9%

徒歩

11,378

11%

徒歩

10,113

10%

その他

291

0%

その他

112

0%

不明

250

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2010(H22)

2006(H18)

※） 2006［H18］播磨 PT 調査圏域内の居住者による集計結果 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2006［H18］播磨 PT,2010［H22］近畿 PT） 

・2006（H18）年から 2010（H22）年の加西市全体の利用交通手段の推移を見ると、

大きな変化はありませんが、年齢 3 区分別に見ると、５～14 歳では「徒歩」の割合が

減少、「自動車」の割合が増加、65 歳以上では「自転車」の割合が減少、「徒歩」の割

合が増加しています。 

・65 歳以上の「自動車」の割合の変化はありませんが、高齢者人口や外出率の増加に伴

って、2006（H18）年から 2010（H22）年にかけて自動車利用量は約 1.4 倍増加

しています。 

計 
(ﾄﾘｯﾌﾟ/日)

103,504

101,260

バス

240

2%

バス

210

2%

自動車

2,707

25%

自動車

2,205

20%

自転車

2,489

23%

自転車

2,394

22%

徒歩

5,449

50%

徒歩

6,222

56%

その他

68

1%
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2010(H22)

2006(H18)

計 
(ﾄﾘｯﾌﾟ/日)

10,953

11,031

鉄道

2,905

4%

鉄道

3,029

4%

バス

853

1%

バス

634

1%

自動車

59,237

82%

自動車

63,104

83%

自動二輪・原付

785

1%

自動二輪・原付

697

1%

自転車

4,807

7%

自転車

5,741

8%

徒歩

3,679

5%

徒歩

3,035

4%

その他

223

0%

その他

112

0%

不明

206
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

2010(H22)

2006(H18)

計 
(ﾄﾘｯﾌﾟ/日)

72,695

76,352

鉄道

145

1%

鉄道
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0%

バス

571

3%

バス

242

2%

自動車

15,663

79%

自動車

10,954

79%

自動二輪・原付

304

2%

自動二輪・原付
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3%

自転車

879

4%

自転車

1,319

10%

徒歩

2,250

11%

徒歩

856
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2010(H22)

2006(H18)
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(ﾄﾘｯﾌﾟ/日)

19,856
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③ 市町間の移動状況 

 

 

 

 

＜ 市町間の人の動き ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72
6

266

126

674

478

16
76

265

2451

49
82

4521

634
978

7711

41
83

1294

7
4
7
8

1864

8444

4277

1228
2

加東市

加西市

小野市

西脇市

姫路市

神戸市

加古川市

丹波地域

淡路地域

但馬地域

岡山以西

大阪以東

阪神北地域

三木市

阪神南地域

東播磨地域

西播磨地域

神崎郡神河町

神崎郡福崎町

神崎郡市川町

多可郡多可町

凡例

10,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上

5,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上10,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

3,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上5,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

1,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上3,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

500ﾄﾘｯﾌﾟ/日以上1,000ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

500ﾄﾘｯﾌﾟ/日未満

※） 出発地または到着地が不明のデータを除いて集計 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT）

・加西市の市町間の移動状況で最も多いのは、姫路市で約１万２千トリップ、次いで加東

市が約８千トリップとなっています。以下、順に小野市、加古川市との流動が多くなっ

ています。 
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④ 加西市居住者の主な行き先 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 加西市居住者の主な行き先 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡　例

第１位流動

第２位流動

第３位流動

※） 出発地または到着地が不明のデータを除いて集計 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT）

九会

泉

下里

賀茂

富合

日吉

富田 宇仁

加東市

西脇市

小野市

加古川市

姫路市

北条

西在田

・市内での移動需要を見ると、どの地区でも加西市の中心市街地である「北条地区」への

移動が最も多くなっています。また、北条地区以外では、九会、下里、泉地区が主な行

き先になっています。 

・市外への移動需要を見ると、北条、賀茂、富田、西在田地区などの市の西部の地区では、

隣接する姫路市への移動需要が高くなっています。また、日吉、宇仁、富合、九会地区

などの市の東部の地区では、隣接する北播磨地区の加東市や小野市などへの移動需要が

高くなっています。 
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(10) クルマを気軽に利用できない人の移動特性 

① クルマを気軽に利用できない人の定義と人数 

 

 

 

 

 

 

■ クルマを気軽に利用できない人の定義 

次のいずれかに該当する人を「クルマを気軽に利用できない人」として設定 

・自動車運転免許証を持っていない 

・世帯に車がない 

 

＜ クルマを気軽に利用できない人の人口割合 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿 PT） 

 

 

クルマを気軽に

利用できない人

13,484

29%

その他の人

32,809

71%

計：46,293人

（5歳以上人口）

・バス及び鉄道利用者は、自動車を気軽に利用しにくい人によって利用されている傾向が

あったことから、「自動車運転免許証を持っていない」又は「世帯に車がない」人をク

ルマが気軽に利用できない人と定義して、その人の移動特性を分析しています。 

・加西市民のクルマを気軽に利用できない人数は直近のパーソントリップ調査結果から推

計すると、約 13,500 人（全体の約３割）が該当します。 



第２章 加西市の概況と公共交通の現状 

39 

② 個人属性の比較 

 

 

 

 

 

＜ 個人属性の比較 ＞ 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

＜ 年齢 3 区分別のクルマを気軽に利用できない人の割合 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クルマを気軽に利用できない人の個人属性をその他の人と比較すると、女性、5～14

歳及び 75 歳以上、無職及び就学者の人の割合が高くなっています。 

・年齢３区分別にクルマを気軽に利用できない人の割合を比較すると、自動車運転免許を

取得できない 5～14 歳を除くと、年齢層が上がるにつれてクルマを気軽に利用できな

い人の割合が高くなっていき、75 歳以上の人では 65％の人がクルマを気軽に利用で

きない人です。 

就業者

5%

69%

就学者

51%

3%

専業主婦・主夫

7%

11%

無職

37%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に

利用できない人

その他の人

男性

37%

54%

女性

63%

46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に

利用できない人

その他の人

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT）

※） 不明を除く 

（職 業） 

（性 別） 
計

(人) 

13,484

32,809

（年 齢） 
計

(人) 

13,484

32,809

計
(人) 

13,356

32,575

計
(人) 

4,472

29,201

6,375

6,245

クルマを気軽に
利用できない人

100%

12%

23%

65%

その他の人
0%

88%

77%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5～14歳

15～64歳

65～74歳

75歳以上

5～14歳
33%

0%

15～64歳
26%

78%

65～74歳
11%

15%

75歳以上
30%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クルマを気軽に
利用できない人

その他の人
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③ 外出率及び平均移動回数の比較 

 

 

 

 

 

＜ 外出率の比較 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT） 

 

＜ 外出した人１人当たり平均移動回数の比較 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典） 直近のパーソントリップ調査（2010［H22］近畿PT） 

 

51%

79%

45%

29%

82%
86%

72%

57%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

15歳以上計 15～64歳 65～74歳 75歳以上

クルマを気軽に利用できない人 その他の人

2.5 2.5
2.8

2.5

3 3
3.2 3.1

0

1

2

3

4

15歳以上計 15～64歳 65～74歳 75歳以上

クルマを気軽に利用できない人 その他の人（回/人）

・クルマを気軽に利用できない人の外出率及び平均移動回数を、年代別にその他の人と比

較すると、クルマを気軽に利用できない人は外出率が低く、また、外出した人でも平均

移動回数が少なくなっています。このことから、自動車を気軽に利用できないために移

動しにくい状況が発生していると考えられます。 



第２章 加西市の概況と公共交通の現状 

41 

(11) 高齢者の移動特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 目的別に見た外出率 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71%

81%

19%

2%
6% 5%

49%

88%

25%

12%
8% 9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

通
院

買
物

銀
行
・郵
便
局
・

Ｊ
Ａ
等

通
勤
・業
務

飲
食
・娯
楽

そ
の
他

自動車運転免許なし 自動車運転免許あり

自動車運転免許なし：1,145票

自動車運転免許あり：3,362票

52.4%

20.8%

17.3%

16.6%

13.7%

12.8%

9.6%

7.0%

2.6%

10.9%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

足腰などの痛み

交通手段がない

外での楽しみがない

トイレの心配（失禁など）

病気

経済的に出られない

耳の障がい（聞こえの問題など）

目の障がい

障害（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答
計313票

はい

21.3%
いいえ

74.8%

無回答

3.9%

計1,470票

交通手段がないため、外出を控えている人は全体の約 4.4％ 

・高齢者の外出率を移動目的別に見ると、買物や通院で高くなっています。通院では、自

動車運転免許ありの人が免許なしの人と比べて外出率が低くなっていますが、免許あり

の人の方が通院する必要がない人が多いという結果が考えられます。一方で、買物等の

それ以外の目的は、免許なしの人の方が外出率が低くなっており、「飲食・娯楽」の愉

しみな目的でも免許なしの人の方が 6％と低くなっています。 

・また、約 2 割の高齢者が普段外出を控えていると回答しています。その理由としては、

「足腰などの痛み」という身体的な理由が半数以上を占めていますが、「交通手段がな

い」という理由も 20.8％と高くなっています。全体で見ると、高齢者のうち約 4.4％

の人が交通手段がないために外出を控えていると回答しています。 

＜ 外出を控えているか ＞ ＜ 外出を控えている理由 ＞ 

出典） 2016（H28）年高齢者アンケート調査

出典） 2014（H26）年高齢者アンケート調査 
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(12) 公共交通に対する市民の要望と改善意見 

 

 

 

＜ 公共交通に対する市民の要望と改善意見 ＞ 

市民の要望と改善意見 

北条鉄道 
北条鉄道のダイヤとバスのダイヤが連動していない時間があるため、調整してほしい 

北条鉄道利用者の安全性向上の観点から、北条鉄道の各駅に防犯カメラを設置してほしい 

 

バス交通 

及び 

地域主体型

交通 

郊外から北条地区までのバス交通の利便性を向上すべき 

ねっぴ～号とはっぴーバスの中富口バス停での乗り換えが不便である 

自動車も運転できず、公共交通にも乗れず、家族の送迎も受けられないような移動に困っている人の

人数の把握が必要である 

加西市外への移動も必要だが、加西市内での移動手段を確保し、市民の地域内での生活圏を維持して

いくべき 

宇仁地区に居住される人は、買物などの用事を行う際は北条地区へ行く人が多いが、加東市へ行く人

も一定数いる 

ソフト面での整備だけでなく、ベンチや上屋などのバス停環境の整備などのハード面での整備も検討

すべきである 

タクシー 
高齢者やクルマを利用できない人などに対して、デマンド型の乗合タクシーを導入してはどうか 

交通弱者の人が気軽に移動できるように、タクシーの利用割引等が必要ではないか 

福祉タクシー 加西市で運行している福祉タクシーを周知していくとともに、利便性を向上していく必要がある 

利用促進 

高齢者が免許返納した後の代替手段として、公共交通の利用を周知していくべき 

75 歳以上の人や子育て世代などが無料になる、「無料乗車券」導入にあたり、無料乗車券の周知を行

いバスの利用促進を進めていくべき 

公共交通を利用した際の割引制度を周知していくべき 

公共交通の利用促進にあたり、イオンやアスティアかさい等の大型商業施設で公共交通の案内をして

いくべき 

自動車運転免許返納者やクルマを気軽に利用できない人に対して、どうすればよいか相談できるよう

な窓口を設置してほしい 

住民が主体となり計画、運営するような鉄道やバス路線を応援する組織を結成し、みんなで利用する

などで鉄道・バス路線を維持していく「マイバス・マイ電車」の意識を持つ必要がある 

公共交通の利用促進のためには、さらなるＰＲが必要ではないか 

その他 ふるさと創造会議で公共交通関連の議論をする際の検討材料を支援・指導してほしい 

 

・加西市公共交通活性化協議会での意見や、本計画案を公開し市民に周知を図って得た意

見等を整理した結果を、市民の要望と改善意見として以下に整理しました。 


